


1 問題行動を認める小児と小児科医の関わり一般に行動上の問題を訴えて小児科医のもと

を訪れるのは、比較的低年齢のものに多く、年齢が長ずるに従って精神神経科を受診する

ようになる。それは小児科の年齢枠が、病院により異なるが、例えば 15 歳までと言うよう

に規制されていることにもよるであろうし、また小児科は内科と異なり専門科を標榜する

ことが少なく gencral に診察する(相談を受ける)ことが多いことにもよるであろう。母親

が子供を伴って受診するには小児科は受診し易い窓口ということになる。 


